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ささ あがな

ご自身の命を捧げてくださった購い主の大いなる代価，すなわち，ゲツセマネの園における苦痛，

裁判の時にお受けになったひどいあざけり，十字架上で被られたこの上ない苦しみ，

私たちは決してこれらのことを忘れてはなりません。

の象徴』 と考 えてい ます。 しかし，私

たちが世の人々に伝 えたいと願 ってい

るのは，生 けるキリス トにほかならな

いのです。」

/一 す 祉 彼 は.こう尋 ねて きました。 ～

「十字架 を使わない というので した ら1

あなた方の宗教の象徴は鉢 どのよ4
!

な もの な の で し ょ うか ・・1!

1 .._..._一 一..一 一_一 一 」

教 会 員 の 生 活

私 はそれに対 して， 「教会員 の生 き

方そのものが，私たちの信仰 を唯一体

現する意義深いもの とならなけれぼな

りません」 と答 えました。あの牧師が

私の返事 に対 して独善的な考 え方だ，

という印象 を持たないで くださるよう

望んでいます。 この教会では従軍牧師

がその身分 を証明するために制服 に記

章 としてつ ける以外，十字架 を用いま

せん。その点において彼の言葉に間違

いはありませんで した。

表面的に見れば，十字架 を用いない

のは，イエス ・キ リス トを信仰の中心

にするとい う私たちの信条 と矛盾 して

いるように恵 えるか もしれません。 こ

の教会の正式 な名称は，末 日聖徒イエ

ス ・キ リス ト教会です。私たちはイエ

ス ・キ リス トを主，そして救い主 とし

て礼拝 しています。また聖書を聖典 と

して受 け入れ， メシヤの来臨を予言し

た旧約聖書 の予言者 だちの言葉 は，神

の霊感 によって与え られた ものである

と信 じています。神 の御子，すなわち

御父が肉において生 みた もう独 り子の

誕生，導 きと教 えを施す業，その死 と

復活について書かれているマタイ，マ

CH尺1SτノArGετ〃SεM凶1Vε，BYHARRYANDERSON

ル コ，ル カ， ヨハ ネの記録 を誇 りに

思っています。古代のパウロと同 じよ

うに，私たちは 「福音 を恥 としない。
すくい

それ は， ……救 を得 させ る神 の力」

(ローマ1：16)だ か らです。 また私た

ちは，ペテロ と同 じように，「私 たち

を救 いうる名 は 〔イエス ・キリス ト〕

を別にしては，……だれにも与 えられ

ていない」(使 徒4：12)こ とを確信 し

てい ます。

キリス トについて宣言す る聖典

私たちが，新世界で与 えられた契約

の書 として受け入れているモルモン経

には，昔西半球 に住んでいた予言者の

教 えが書かれています。モルモ ン経は，

ユダヤのベツレヘムで生 まれ，カルバ
あかし

りの丘で亡 くなられたお方について証

する書物です。モルモン経は信仰が揺

らいでいるこの世界 に対 し，主の神性

を強 く証す るもうひとつの証です。モ
ことば

ル モ ン経 の 「とび らの言 」 は， 約

1，500年 前 にアメ リカ大陸 に住んでい

た予言者が書いた ものです。 そこには，

モルモ ン経が書かれた目的について，

はっ きりとこう記 されてい ます。「ユ

ダヤ人 と異邦人 とにイエスは永遠の神

なるキリス トにましまして，万国の民

に現われた もうことを確信 させること

である。」

主 は現代の啓示の書，教義 と聖約の

中で， ご自身 について次のような明 ら

かな言葉で宣言 してお られ ます。「わ

れはアルパにしてオメガな り。主なる

キ リス トな り。すなわちわれは始めに
あがな

して終 りな り。世の贋い主 なり。」(教

義 と聖約19：1)

これ らの宣言や証を聞いて，ア リゾ

ナのあの聖職者 と同 じように，「イエ

ス ・キ リス トを信 じているのなら，な

ぜ キリス トの死の象徴であるカルバ リ

の十字架を用いないのですか」 と疑問

に思 う人 もいるで しょう。

私たちはキリス トを忘れてはならない

その ような疑問に対 し， まず答えて

おかなければならない ことがあります。

それは，全人類 を救 うためにご自身の
ささ

命 を捧げて くだ さった贋い主のあの大

いなる代価 を， この教会の会員である

かぎ り，決 して忘れてはな らない とい

うことです。ゲツセマネの園における

苦痛，裁判の時にお受 けになったひ ど

いあざけ り，肉に食い込んだ残酷ない

ば らの冠， ピラ トの前 における暴徒た

聖徒 の道/1995年4月 号
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マリヤは復活した主を最初に目にした時，主を意昧する 「ラボニ」(ヨ 八ネ20=16)

と叫びましたが，それは確かに的を射た呼び方でした。

なぜなら，イエスは命の主というだけにとどまらず，死をも克服された主となられたからです。

ちの血に飢えた叫び，おひ とりで重い

十字架を背負い， よろめき進 まれたカ

ルバ リへの道，大 きな くぎで手足を刺

し貫かれた時の激痛，あの悲 しみの日

に十字架上で被 られた この上 ない苦 し

み，「父 よ，彼 らをお ゆるしください。

彼 らは何をしているのか，わか らず に

いるのです」(ル カ23：34)と い う神

の御子の叫び，私たちは決 してこれら

のことを忘れてはな りません。

これがキ リス トの十字架が示 してい

る事柄です。十字架 はキ リス ト，すな

わち平和の君 を苦 しめ，滅 ぼすために

用いられた恐 ろしい刑具であり，病人
いや

を癒 し，盲人の目を開き，死人 をよみ

がえらせて くださった救い主の奇跡の

み業 に対 して与 えられた悪意 に満ちた

報酬で した。 キリス トは，寂 しいゴル

ゴタの丘 に立つ この十字架におかか り

にな り，息を引 き取 られたのです。

全人類のためのキリス トの犠牲

私たちはこれ らのことを忘れられま

せん。決 して忘れてはならないのです。
あがな

救い主， また賄い主，神 の御子であら

れ るお方は，確かに この十字架の上で，

私たち一人一人のための身代わ りの犠
ささ

牲としてご自身を捧げられたのです。

やがてユダヤ教の安息日を前にしたそ
い がい

の日の夕べに，イエスの遺骸は十字架

から降ろされ，慌ただしく借 り物の墓
やみ

の中に横たえられました。夜の深い闇

は，イエスに最 も献身的に， また親 し

く仕 えた弟子たちの望 みをさえ奪い ま

した。救い主が以前に語 られた言葉を

理解 していなかった弟子たちは，ただ

イエスを愛 していた人々が，今は土

曜 日と言われているその安息日の長い

夜 をどの ような思いで過 ごしたか，私

たちにはただ想像することしかで きま

せん。

歴史上，最も偉大な奇跡

τHε尺εSUR尺EOη0～，BYHARRYANDERSON

嘆き悲 しむばか りで した。メシヤと信

じ，すべての望み と信仰 を託 していた

主が亡 くなってしまわれたのです。永

遠の生命について語 り，ラザロを墓か

らよみが えらせたあのお方が，すべて

の人の例 に漏れず，亡 くなってしまわ

れたのです。短 く，悲 しみに満 ちたイ

エスの生涯 はか くして幕を閉 じました。

まさしくその昔 イザヤが予言した とお

りで した。イザヤ は主について次のよ

うに書いています。「彼 は侮 られて人

捨てられ，悲しみの人で，病 を知 っ

ていた。……

彼はわれわれのとがのために傷つけ

られ，われわれの不義のために砕かれ

たのだ。彼はみずか ら懲 らしめをうけ

，て，われ われに平安 を与 え……た の

1だ
。」(欽 定訳イザヤ53：3，5)主 は彼

1らの前からそのみ姿 を隠 してしまわれ

たのです。

やがて週の初めの 日の夜明 けがやっ

て来 ました。今，私たちはその 日を主

の安息 日としています。悲 しみに打ち

ひしがれてその墓に足を運んだ人々の

前 に天使が現われ， こう宣言 しました。

「あなたがた は
， なぜ生 きた方 人

の こたずねているの ・。」(ル カ24=

5)

「も うここにはお られない
。 かねて　

巷 れ7'フ"〉L

で ある。」(マ タイ28：6)
「噛 ほ

人類の歴史の中で最 も偉大 な

奇跡でした。イエスはかつて弟子たち

に 「わた しはよみがえ りであり，命で

あ る」(ヨ ハネ11：25)と 語 られたこ

とが ありましたが，彼 らにはそれが理

解できませんで した。しか し，今初め

て彼 らはその意味を悟 ったのです。悲

しみ と苦 しみ，孤独の うちに亡 くな ら

れた主が，その3日 後には力 と美 と命

をまとい，死の眠 りについた人々の初

穂 としてよみがえられたのです。イエ

スの復活は 「アダムにあってすべての

人が死んでいるのと同 じように，キリ

ス トにあってすべての人が生かされ る

のである」(1コ リン ト15：22)と い

う保証 を，あらゆる時代の人々に与 え

るもので した。

カルバ リで息を引 き取 られたイエス

聖徒 の道/1995年4月 号

5







永'土 の

エドワル ド ・パン ト八ス ・ソー リス

待に胸躍らせて宣教師推薦書に必要事項を記入し

期 ていた時の ことです。私 は，奉仕の意欲 に燃 えて
いた一方で，何か別の気持ちも感 じていました。 それは

口では説明できない感情で，穏やかながらも，何かを知

らせるような特別な気持ちでした。でもその時はそれが

何なのかあまり気に留めませんでした。

自国メキシコのメリダ伝道部で働 く召 しを受けた時，

確かに主からの召しであると感 じました。同時に， あの

特別 な気持ちもよみがえってきました。そして，今度は

それが何なのかわか りました。伝道か ら戻 るころには，

大切 な人がひとりいな くなっているだろう， ということ

だったのです。さらに，この気持ちは主から来たのだ と

わか りました。穏やかで平安だったか らです。

父と母，おいのイスラエルが，宣教師訓練セ ンターま

で見送 りに来て くれ ました。別れのあいさつをしながら，

私は父をやさしく抱き締めました。 この時，父の愛 を感

じるとともに，またあの気持ちを感 じたのでした。

伝道 を始めた当初から，主の愛 を感 じました。以来，

幾度かあの気持ちを感 じました。つまり 「伝道か ら帰 っ

た時，もう父には会えないだろう」 と。でも恐れはな く，

ただ主のみこころのままに従お うとい う気持ちでいまし

た。

1993年 の 「母の日」には，母親 に電話をかけることが

で きました。電話の母の声か らは，隠し切れない悲 しみ

が伝わってきました。

「母さん，一体 どうしたの。」
「何で もないわ

。頑張って伝道 を続けなさい。」
「そうす るよ

。でも教えて，一体何が起 きたの。」

するとようや く答 えて くれ ました。「父 さんが重病な

の。 もう歩 くこともで きないわ。医者 の診断では，脳 に
しゆよう

腫瘍が で きてるって。 しっか りす るの よ。 どんな ことに

なって も……。」

父 は私 と話 したい と言 い，電話 口 まで連 れて来て もら

うと，弱 々 しい声 で こ う言い ました。「エ ドワル ド， お

まえの召しは主か らのものだ。私の ことは心配せず，た
の

ゆまずに働 き続 けなさい。 これからも続 けて福音 を宣べ

伝えてい くんだよ。」「わかった。そうするよ」 と返答 し

ましたが，父の衰弱はひどく，私の言葉 を聞 く力 も尽き

た ようでした。

それか ら3週 間後に父は亡 くな りました。その知 らせ

を受 けた時，父 とともに経験：したあらゆる出来事が頭の

中を駆 け巡 りました。信仰深 くすばらしい模範だった父

は，私 にとってだれ よりも大切な存在 となっていたので

す。

父が亡 くなってか らというもの，教会員でなかった姉

は， しきりに家 に帰るよう勧めてきました。伝道部長は

許可 して くれ ましたが，伝道の大切 さを考 えると私 はと

て も帰 る気にはなれ ませんで した。父 もそう願っている

と思いました。だか ら帰 らないことにしました。そして

姉が納得 して くれるよう，天父に願い求めると，天父は

祈 りにこたえて くださいました。電話で話 しているうち

に姉は心 を和 らげて くれ，私の決心に怒ることもな く，

かえってこう言 って くれたのです。「わか ったわ。教会

はあなたにとって， とても大切なのね。あなたはよいこ

とをしているのだし，私 も応援するわ。」

伝道の問じゅうずっと天父は慰めを与えて くださいま

した。帰還 した時，いちぼんの友であ り，教師であった

父に出迎 えて もらうことはできませんでした。しか し，
あがな

救い主の瞭い と復活 に対する信仰により，力が与えられ

ました。宣教師訓練センターに入る前の日に，両親 と結

び固めを受 けられたことに感謝しています。父 と再び会

い，永遠の愛情を込めて抱 き締 め合 える日が必ず来ると

信 じています。□

エ ドワル ド ・パン ト八ス ・ソーリス長老。メキシコシ

ティーのアラメダ公園にあるライオンの石像のわきで。
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今 の我々か らは想像 もで きないような

力 と喜び，知恵 と愛 に満たされる。そ

して汚れのない，光 り輝 く鏡 とな り，

神 に対 して， その限 りない力 と歓喜，

善意 とを完全 に(も ちろん， その輝 き

は神の光 ほどで はないけれ ども)放 ち

返すのだ。 その過程 は長 く， ときに

よっては非常に心痛む出来事 もあるだ

ろう。 しか し，我々 はそうした経験 を

重ねていかなければならないのである。

そ こに妥協の余地はない。キ リス トは

文字 どお りの意味で 『完全な者 とな り

なさい』 と言われたのだ。」(「純粋な

キリス ト教」p.160)

「あ なたがた も完全 な者 とな りな さ

い」(マ タイ5：48)と い う戒 めは，
いっちょういっせき
一 朝 一夕で実践 できるもので もなけ

れば， この世の生涯の終わりまでかけて

も完成できるものでもありません。私た

ちの弱点をことごとく克服 し， 自分 を

神 と似た者 とするためには，はるかに

長い長い時間が必要です。 キリス トは

復活することによって，私たちが不死

不滅 となる道 を備 えて くださっただけ

でな く，完成 に向かってとにか く真剣

に取 り組んでみ ようとす るうえで必要

な時間も与 えて くださっているのです。

墓のかなたにも生命があるという約

束 は， この世の生涯の境界外 にある生

活 に対 し，異 なった見方 を与 えて くれ

ます。自分が不死不滅 の存在であるこ

とを知ると，生命 というものは，墓を

もって終わるので もなければ，揺 りか

ごをもって始 まるので もないことがわ

か ります。私たちはこの地上 に来 る以

前から生 きていたのです。私たちは星

に住む被造物 であ り，時の旅人です。

はるかかなたからこの地上に来て， も

し誠実に信仰 を守 り通 した ら， 日の光

栄の王国に戻 り，私たちの霊 の父であ

る全能の神 とともに住 まうことができ

るとい う約束が与 えられている者なの

です。神の聖なる御子である救 い主は，

栄光 に満 ちた復活 を通 じてその道 を開

いて くだ さい ました。そ して，「慈愛

の腕 の中に」(教 義 と聖約6：20)私

た ちを抱 こうとして，そこで待 ってお

られます。

永遠の御父 と死すべき体 を持 つ母親

との間に生 まれた御子 として，キリス

トは死ぬ力 と復活の栄光の うちに再び

よみが える力 とを受 け継いでい ました。

キリス トは復活することによって，あ

らゆるものを超越する完全な力を持っ

ておられることを明らかに示 し， また，

あらゆる敵 を， しかも死 という敵でさ

えも，み力 によってその支配下 に置か

れ ることを実際に示 されたのです。キ

リス トはあらゆるものを支配 し，あら

ゆるものがキリス トに従 います。キリ

ス トがお命 じになれば， もろもろの世

界が創造され，キリス トのみ言葉によ

り，死者 もよみが えるのです。

実際の復活 を信 じられるか どうかは，

私たちにとっては信仰の具体的な試金

石です。世 に悪が はびこるにつれ， キ

リス トを信ず る信仰は衰退 しつつあ り

ます。そのようなひ弱 な信仰で， ヨブ

が提起 した 「人がもし死ねば，また生

きるで しょうか」(ヨ ブ14：14)と い

う疑問に，はっきりと 「その とおりで

ある」 と答えられるでしょうか。 この

ヨブの問いかけに対する答 えとも言え

るキ リス トのみ言葉は，時代 を超 えて

今 この時 に至 るまで，高 らか に響 きわ

たっています。「わたしが生 きるので，

あなたがた も生 きるか らである。」(ヨ

ハネ14：19)

この話 を終えるに当たって，最初の

ギルガメシュの物語 に戻 りましょう。

この古代 の王は，不死不滅 を探 し求め

なが ら，ついに見つけ出す ことがで き
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ませんでした。究極の真理を探 し求め

た， この王の旅の意義はどこにあるの

で しょうか。簡単に言えば， こうです。

人 は， 自分で どれだけ努力や工夫 を重

ねた ところで， 自分 自身の能力だけに

頼ってい るかぎ り，生 きることのほん

とうの意味 を見 いだす ことはで きない，

また，だれで も自分の力だけでは，人

を無力 に追 い込む絶望的な考え方か ら

抜 け出せない， とい うことです。キリ

ス トの復活だ けが，そうした絶望か ら

逃れ る道 を備 えて くれたのです。キリ

ス トは，墓 の封印を解 き，死 とは消滅

への扉 ではな く，不死不滅 と永遠の生

命への扉であることを示されたのです。

イスラエルの聖者の偉大 さと，その

大いなる犠牲 はまことにすばらしいも

のです。私たちは主か らどれほ ど大 き

な恩 を受 けてお り， また これか らも受

け続 けることで しょうか。奇跡 とは，

私たちに どれほど多 くの弱点や欠点が

あった として も，主がなお私たちを愛

して くださり，決 してお見捨てにな ら

ない ということです。復活 とは，天父

の子供たちへの神の愛 と，私たちをひ

とり残 らず救 うために亡 くなられた，

罪な く気高い救い主の愛 を示す深遠な

証拠 なのです。

さち あた

主は生けりと知る そは幸を与う
と わ

死にし主は生 きて 永遠 に生 きた も

う

愛に恵みつつ 願い聞 くために

また飢 えたる霊 を，救わん と生 きた

もう

(賛美歌75番)□

この 記 事 は ，1994年3月17日 に七 十 人 定

員 会 の 集 会 に お い て 発表 さ れ た 資 料 を要

約 した もの で す 。







それか ら40年後，彼の息子が戦争で重傷 を負って家 に

帰って来ました。その時初 めて，父親は自分が先の戦争

で生 き残った経験：を受け入れ，感謝 したのでした。彼 は

生 き残 ったために，苦 しみを味わってきました。 しかし

それは，息子がこれか ら経験 してい くのと同じ苦痛なの

です。おかげで息子の気持 ちを理解 し，力 になれ ました。

彼 はこのような特別な方法で息子のために働 き，つい

に平安を見 いだ しました。彼 はこう語っています。「私

はこれまでずっと，前を見ずに後 ろばかり見てきたこと

が残念でな りません。」つまり彼 は， 自分の力では及 ぼ

ない事柄について，自分 を責めてきたわけです。そして，

いつも自分を責 めていたために， ほんとうはもっと楽 し

めるはずの人生 を楽 しめな くなっていました。で も今 は，

彼にとって過去 は祝福 とな り，彼の息子に とっては助 け

となったのです。

同様 に，他人の罪のために犠牲 となった人々 も， 自分

を責め，過去 にこだわっているなら，いつまで も犠牲者

のままで とどまります。悲しみを乗 り越えるために主の
いや

助 けを求め， 自分の苦痛 を祝福に変えるときに，癒 しが

もたらされ ます。

結果を恐れる

時折，罪の告白に続 く結果を恐れるあまり，過去 にと

らわれて生活することがあ ります。

私は以前，10代 のころに犯 した重大な罪 について悩み

続 けてきた年輩の姉妹に助言を与 えた ことがあります。

彼女は過去の過 ちについて考えるたびに，心の中で泣い

ていました。

私はなぜ彼女が，次のような主の勧告を心に留めない
いな

のだろうか と考 えました。「人罪を悔い改めしや否やは，
す

見 よ，彼は自らこれを告白しその罪を捨つべければ， そ
う

の悔い改めたることはこれによりて知るを得べ し。」(教

義と聖約58：43)

彼女 は私にこう言いました。「どうしても罪 を告白す

る勇気がなかったのです。 とうとう，後 ろを振 り返 るこ

とに疲れ，前 に進むことがで きな くなってしまいました。

近ごろでは， もう死ぬまで心を清 めることはできないの

ではないか と思えてきました。」

彼女の ことを考えると，胸が痛みました。彼女はとっ

くの昔に罪を捨てていました。 しかし，告 白していない
ゆる

ために，赦 された と感 じる喜びを知 らずにいたのです。

また，過去を忘れることがで きずにいたのです。告 白の

後，彼女は平安 に暮 らすことができました。後年私 は，

彼女の葬儀 に出席することになりました。 この時，彼女

が最終的に過去 を振 り返 るのをやめられたことに感謝の

念を覚 えました。時は心の傷 を癒 して くれますが，それ

は正 しい段階を踏んだ ときだけなのです。恐れは一生続

く悲 しみと苦 しみをもたらす ことがあります。そこから

ほんとうに解放 されるには，悔い改 めるしか方法はあ り

ません。

たまもの

悔い改めの賜を受け入れる

私たちが悲 しみや苦しみを克服できるように，天父は
しょくざい

私たちのために贋 罪を用意して くださいました。

以前，20年 も音 さたのなかった友人 と話 していると，

彼は少年のころ一緒に過 ごした学校時代の出来事に触れ

ました。覚えてるかい， と聞かれ，私は覚えていないと

答えました。
「だれかほかの人 と間違えてるんじゃないP」

「とんで もない。 ぼ くたちふた りとも一一緒だった じゃ

ないか。」そう彼は言い張 りました。

後で，私はその時の会話 を兄に話 し，旧友が身に覚 え

のないことについて私を責めた時の困惑 した気持ちを伝

えました。

す ると，兄は笑いなが らこう言いました。「悪いんだ

けどね，確かにそれはおまえの ことだよ。ぼ くはその事

件をよ く覚えてるからね。」

私の心 は重 くなりました。数 日間，そのことを考えて

いました。そのような恥ずかしい経験 をしたのに， どう

して忘れるなんてことがあるだろケか。そんな折，モル

モン経 を読 んでいて，アルマが悔い改めた時に苦しみか

らすっか り解放された様子 を記 した聖句が目に留まりま

した。その後，アルマは 「再び自分の罪を思い出して苦

しむこともなかった」のです。(ア ルマ36：19)私 はこ

の聖句 を読 んで， 自分が悔い改めた時，それまで感 じて

いた苦 しみか らすっか り解放 されてしまったので，その

経験：を忘れて しまったのだと気づ きました。

もちろん，私たちは悔い改めた ときに，すべての罪 を

忘れてしまうわけではありませんし，また忘れるべ きで

もありません。過去の経験 を覚えてお くことは，将来間

違いを犯すのを防いで くれます。けれども，罪を覚えて

いるか らといって， くよ くよ悩む必要はありません。過

去の罪悪感や絶望感 を何度 も掘 り起 こす必要 はないので

す。そうすれぼ私たち もアルマのように，祝福 を受けて

「再び自分の罪 〔に〕苦 しむ こと」(ア ルマ36：19 ，下線

付加)が な くなるでしょう。
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しょくざい

贈 罪 という祝福 を心に留め，キ リス トとその犠牲 に
あかし

対する証を強めることにより，私たちは完全な悔 い改め

へ と導かれます。 また，そうすることによって，苦痛が

平安 に変わ り， どのようにして，いつ，過去 を振 り返 る

のが適切かを見極められるようにな ります。

以前，ある母親が，困難な決定に直面して混乱 してい

る子供に助言した時の話を聞きました。子供はこう尋ね

ました。「何をした らいいか， どうやってわか るの。」そ

れに対する母親の答 えは，私たちが人生で行なわな くて

はな らない大部分の選択に当てはまります。彼女は子供

にこう言ったのです。「光の方に目を向けなさい。」

それに私 はこう付 け加 えたいと思います。「そして，

後 ろを振 り返 ってはな りません。過去のことは過去のこ

とです。イエス ・キリス トが私たち一人一人に新たな輝

かしい未来 を与えて くださったことを喜びなさい。」□

ある父親は，戦争でひとり

の友人が戦死し，もうひと

りが重傷を負 ったにもかか

わらず，自分だけ無事だっ

たことに罪悪感を抱いてい

た。しか し，息子が別の戦

争から帰って来た時に初め

て，過去を振り返るのをや

め，平安を見いだした。

試 げザ
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急車がけたたましいサイレンを響かせて走 り去 る

救 たびに，私はいつ もぞ くぞくした ものです。救急
車のハン ドルを握って病気やけがで苦しむ人の所へ駆 け

つけることにどれほどあこがれた ことで しょう。成長す

るにつれて，私はだんだん とこの夢 に近づいていきまし

た。学校では応急処置法，人間科学などを学び，最後 に

救急救命士訓練課程を修めました。

そして高校を卒業す ると同時に，補助救急隊員 として

救急車派遣会社 に就職 しました。応急処置に関する私の

知識はどん どん深 まりました。私 は人生 についても多 く

の ことを学びました。それは，普通の人が年を取 って初

めてわかるような ことです。 しかし，以前には経験 した

ことのない試 しや誘惑 にも数多 く遭いました。

私の職場はまった く教会的でない雰囲気だったのです。

教会の指導者が遠ざけるようにとよ く言っていた環境で

す。でも当時の私には，それほど心配する必要 はないよ

うに思えました。やがて仕事のために教会に集 うのがむ

ずかしくなってきました。私 はこのままでいいのだろう

か，これから先 どうなるのだろうかとたびたび自問 し悩

むようになりました。その一方で，医療面での自分の熟
'達ぶ りを感 じ

，夢に向かって突き進む私の前 に立ちはだ

かるものは何 もない とも考 えていました。19歳 の誕生 日

を迎えた日にはカリフォルニアに行 き，救急隊員訓練プ

ログラムの受講を申し込みました。受講が許可 され，秋

期か らの授業に出られることになっていました。自分が

ほんとうにしたいことをしているという充実感がありま

した。

「ところで伝道はどうしようか。」突然気にな りだ しま

した。 もちろん行 くつもりでした。以前から友達や家族

にも，将来伝道 に出ると言って きたのです。雇い主にさ

えも伝道に出る予定があると話 してありました。で も当

時の私 は，伝道がさほど大切なことに思えな くなってい

ました。 自分 を満足 させることにしか興味を覚えな く

なっていたのです。霊的成長の機会を逃 してしまうこと

など， もうどうでもよかったのです。「すべての若人 は

伝道 に出るべきである」 という予言者の言葉は依然 とし

て耳か ら離れませんでした。 しかし，伝道の ことを考え

るたびに，2年 もあった らどれほどりっぱな救急隊員に

なれるだ ろうという思いがわいて くるので した。

どうしたらよいのでしょう。伝道に出るのが正 しいこ

とだ とは心底わかっているのですが，今の私は自分のこ

としか考 えられ ません。伝道 に出るべきか否か，いつ も

その ことが頭を離れません。朝目が覚めて夜眠るまで四

六時中，悩 んでいました。勤務体制が24時 間交替だった
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ので，考 える時間はい くらで もあ りました。

そんなある晩のことです。寝床に就 くとすぐに電話が

鳴 りました。それはハイウエーパ トロール隊からのもの

で，高速道路で事故が発生 したので至急出動 してほしい

とい う内容でした。私はすぐにその場 に到着 しました。

小型乗用車が，さ くを作るための木材 を積載 した トレー

ラーに追突 して しまったのです。 ぐちゃ ぐちゃに押しつ

ぶされた車の中には若い夫婦が乗 っていました。結婚 し

て問 もないということでした。運転 していた ご主人の方

は即死で奥 さんの方は重傷で した。息 も絶え絶えな19歳

のその美 しい女性 の命 を助けるために，私たちは必死で

救急処置を施 しました。私はこう自分に問いかけました。

なぜこのすてきな夫婦が， このような悲惨な目に遭わな

くてはな らないのだろう。彼 らの将来の計画 も幸福 も，

すべてが消え去 って しまったのです。

高度な訓練を受けた医師 と看護婦の待つ病院に急いで

運び込む と間 もな く，ヘ リコプターが到着 しました。 ソ

ル トレークシティーにある病院に運んで，頭部の重傷に

集中治療 を施すためです。

事故のシ ョックか ら立ち直 った ところで私はハイウ

エーパ トロール隊の人 に話 しかけました。彼は近親者に

事故のことを知 らせ る任務を受けていました。その沈痛

な表情を私 は今 も忘れられ ません。車で現場を去 ろうと

する彼の目には涙が浮かんでいました。 こう感 じました。

なん と残酷な任務だろう。 もし通告を受 けるのが私の両

親だった らどうしていただろう。すると別の考えが頭を

よぎりました。私はどんな顔 をして，現世での時をどの

ように過ごしたかを救い主に報告するのだろうか。
くらやみ

霧が出て，辺 りが冷 え込んできました。暗闇の中で顔

を上げると，夜空は穏やかに澄み渡っていました。 とめ

どな く涙がほおを伝って，気がつ くと私はあの女性の命

を助 けて くださるようにと主に祈 り求めていました。そ

あわ

の瞬間，私の心は愛 と憐れみで満たされ， ようや く理解

の目が開かれたのです。医師や看護婦，救急隊員 という
いや

職業 は確かにりっぱな仕事です。でも彼 らが癒せるのは

肉体だけで，心の奥の深い傷 までは癒せません。そのよ

うな傷 は私たちが天父のみもとに帰ることを妨 げます。

そのような傷 を癒せ るのはただおひとりしかおられませ

ん。そのお方の助 け手 となる機会 を私はみずから拒んで

いたのです。私 は決意 しました。私たちを癒 して くださ

る主のみ業を推 し進めるために自分にできるか ぎりの こ

とをしよう，伝道 に出よう， と。

時が流れ，あの事故から1カ 月たった時，私の祈 りが

こたえられた ことを知 りました。あの若い女性が完全に

快復 して退院す ることになったのです。祈 りにこたえて

くださった永遠 の父なる神 にどれだけ感謝 した ことで

しょう。今度は私が伝道に出て約束 を果たす番です。

よく祈 り，備えをするにつれ，自分 は宣教師 として天

父に仕えるべきであると聖霊 を通 して確信するようにな

りました。ステーキ部の祝福師が語って くださる祝福の

言葉を聞 きなが ら感 じたあの穏やかでやさしい気持ちを

私 は決して忘れないでしょう。神の予言者からの手紙を

開けて，ペ ンシルベニア ・ハ リスバーグ伝道部で働 くよ

うにとの言葉 を読んだ時にも同じ気持ちを感 じたことを

私は生涯忘れないで しょう。そしてペ ンシルベニアでの

伝道中，イエス ・キリス トの代理人 として働 けることに

穏やかで特別な気持ちを感 じることがで き，自分の選び

はやはり正しかったのだと知 りました。

伝道に出る前は，人が 自分の助 けによって もう一度歩

けるようになること以上の喜びはない と考 えていました。

で もその考えは間違 っていました。イエス ・キリス トの

福音によってのみもた らされる真の喜び と幸福の道を人

人が見いだす仲立ち となること，それに勝 る喜びはこの

世 にないとわかったか らです。□
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家庭訪問メッセージ

「奉 仕
，喜 び … … 」

(賛美歌74番 参照)

「主は私の働きから生じた結果によって私を非常に喜ばせたもう。」(アルマ3625)

ゆたか

たちは 「主か らます ます豊 にそ

私 たまわ

の 『み た ま』 を賜 る よ う」

(モ ーサヤ18：10)バ プ テスマ を通 し

て神 に仕 えることを誓約す る， とアル

マ は教 えて い ます。 「みた ま」 を賜

わった結果 としていただ くもののひと

つは，喜びです。インガ ・ブ リッ ト・

セーデルス トレム姉妹 もみずか らの役

割 をこつ こっ と果たしなが ら， この喜

びを得ています。彼女 は北極圏南部 に

当たる，スウェーデンのシェル レフテ

オ に住んでいます。 もう70歳 にな りま

すが，身長 は1メ ー トル6セ ンチ しか

な く，車いすの生活を送 り，現在，肉

体的には以前のように奉仕す ることが

できません。それで も，宣教師や求道

者 を家 に招いた り，支部の会員たちに
あかし

証 を述べた り，悩んでい る人 たちを

慰めた りして，自分にで きるかぎ りの

ことをしています。(「チャーチニ ュー

ズ」1994年4月16日 付 参照)彼 女 はま

さに奉仕 を通 してよ り大 きな喜びを見

いだしてい るのです。

救い主，私たちの模範

救い主が地上で人々 に恵み と導 きを

施 された時，そのみ業のほ とん どは，

周囲の人々 を教 え，一人一人 を助 ける

ことでした。私たち も小さ くささやか

な愛のこもった行為を通 して，隣人一

人一人 に仕 えることにより，み業 に貢

献す ることができます。そして，たい

ていの場合，私たちの奉仕を最 も身近

で必要 としているのは，私たちの家族

です。ハロル ド・B・ リー大管長 は，

私たちが行なうべき主のみ業の中で最

も重要 な ことは 「〔私たち〕 の家の囲

いの中」 にあ ると述べて吟 ます。(パ

ンフレット 「堅固な家庭」p.7)

露
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また，救 い主 も私たちの助けを必要

とす る人々が どのような人々であるか

を明 らか にしてお られ ます。 それ は

「孤児や
，や もめ」(ヤ コブの手紙1：

27)で あ り，信仰の弱 さと闘っている

人々，体力の衰えや病気，失望などに

さいなまれている人々です。主は私た
たす た かいな

ちに「弱 きを扶け，垂れたる腕 を挙 げ，

か よわ きひざを強 うすべ し」(教 義 と

聖約81：5)と 勧 告 してお られ ます。

喜びはキリストのような

奉仕から生まれる

心からの思いや りは，愛 晴深い行為

やキリス トのような奉仕を通 して示 さ

れます。私たちの社会では，その よう

な思いや りによって，個人 とその家族

の双方が祝福 を受 けているのです。た

とえば，扶助協会では人々に読 み書き

を教 えるプログラム を行なっています。

サ ンフランシスコで，放課後の子供 た

ちに勉強を教 えているトンガの姉妹た

ちも，そのようなグループのひ とつで

す。彼女たちの得る報酬 は，生徒たち

が 自信 をつけ，技能や知識 を習得 し，

生活を向上 させ る姿を見るときに得 ら

れる 「非常 に大 きな喜び」です。

ベス ・トレーシー姉妹は，カリフォ

ルニア州 ロサ ンゼルスステーキ部の初

等協会で奉仕する召 しを，不安 な気持

ちで受けました。改宗者の彼女 は，初

等協会に出席 したことがな く，これま

での責任 はほとんどが成人 を対象 とし

た ものでした。 トレーシー姉妹 はこう

思い ました。「私 は子供 たちに何 を与

えられるだ ろうか。」 しかし，託児 ク

ラスで代理教師 を務めた り， 自分 と同

様に力不足 を感 じているほかの初等協

会の指導者 を励 ました り，さまざまな

国籍 の子供たちを愛す ることを学 んだ

りするうちに，満足感 と喜びを見 いだ

しました。 それこそ，同胞 に対するキ

リス トの ような奉仕の結果なのです。

(モーサヤ2：17参 照)

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー副管長 は，

よい行 ないに対 して受 ける喜び とはど

のようなものかを，次の ように説明し

ています。「国，町を問わず，また ど

のような家庭で どの ような生活 をして

いるかにかかわ らず，ほかの人 に関心

を向け，手を差 し伸べる機会 はどこに

で もあります。心に喜びを持ち，主の

みたまが ともにある生活 をしたい と思

うなら，己 を捨て， ほかの人 に手 を差

し伸べ ようではありませんか。……自

分 自身の ことを後にして，人 に奉仕 し

まし ょう。」(「聖徒の道」1983年2月

号，pp.7-8)

●奉 仕 をすることは，私たちが利己

心 を克服するうえで どのように役立つ

で しょうか。

●私たちはどうすれば 「弱 きを扶 け，

垂れたる腕を挙げ，かよわきひざを強」

くす ることがで きるで しょうか。□
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十二使徒定員会会員

ロバ ー ト・D・ ヘ イル ズ 長 老

名誉の帰還
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ラ リー ン ・ガー ン ト

「長 老定員会会長になる召 しを受け
入れて ください ますか。」表面

上， この要請はいたって簡単でした。 しか

し，当時，ハーバー ド大学の大学院生 とし

て経営管理学の修士課程で学んでいたロバー

ト・D・ ヘイルズにとって，返事 は容易ではあ

りませんで した。 ロバー トは心の中ではその召 しを快 く

受け入れましたが，教授たちが大学院の勉強の厳 しさを

考慮 して，学生の学外活動に反対 していることも承知し

ていました。彼 はまた， この件について妻のメアリー と

話す必要があることもわかっていました。

ヘイルズ家族 はふたりの幼い子供 とともに，アパー ト

に住んでいました。 この召しについて話 し合ったロバー

トとメア リーは，修士課程で学び続 けながら長老定員会

会長 として奉仕することは，ロバー トにとってきわめて

困難であることがわか りました。 しか しよく祈って話し

合った後， メア リーはこう言い ました。「ハーバー ドの

修士号 を持っている人 よりも，活発な神権者の方がいい

わ。で も，両方を兼ね備 えた人 にな りましょうよ。」翌

日， ロバー トが学校か ら帰 ってみると，メア リーが ア

パー トの地下の一部を仕切 って部屋を作っていました。

この小 さなオフィスは， ロバー トの勉強部屋 となり，ま

たふた りが主のために働 くときに用いる場所 ともな りま

した。

「私はあの決断を下 した時，すべてを主のみ手にゆだ

左1994年4月 に使徒に聖任されたロバー ト・D・ ヘ

イルズ長老。上 高校3年 生当時。

ねました」 と，およそ40年 たった今，ヘ

イルズ長老 は語 ります。「あの時の決断

は，後年， 自分の仕事 を辞 めて十二使徒定

員会補助 として働 くようにとの召しを受け

入れた時の決断よりも， もっと厳 しい もので

した。ある人々には理解 しがたいことか もしれ

ませんが，皆さんが若人 としてたびたびむずかしい決断

を下すとき，それは自分がどのような人物であ り， どの

ような人物になろうとしているか を，実際に主に示す も

のであると，私 は信 じています。」

その決断には，ヘイルズ長老 と姉妹が これまでの生涯

で ともに従ってきた，ひとつの生 き方がよ く表われてい

ます。ふた りはひとつのチーム として，家族生活 と教会

での奉仕，そして仕事 とのバランスを取るように努めて

きました。 この決断には，ロバー ト・D・ ヘイルズの生

き方を際立たせている誠実さと正 しいことを選ぶ道義心

という特質 もよく表われています。ヘイルズ長老は， こ

の誠実 さと道義心，またほかの多 くの長所を備 えた人物

として，十二使徒定員会の新たな会員 となり，1994年2

月のマービン ・J・ アシュ トン長老の死去に伴 って生 じ

た十二使徒定員会の空席を埋めたのです。

大きな影響を受けた少年時代

1932年8月24日 にニ ュー ヨー ク市 で生 まれた ロバ ー ト

(友 人 や家族 か らはボブ と呼 ばれ て いた)は ，彼 の生 き

方 に大 きな影響 を与 えた幼 年時代 をとて も楽 し く過 ごし

ました。J・ ル ー ロン ・ヘイル ズ とベ ラ ・マ リー ・ホル

ブル ック ・ヘ イルズ の間に生 まれ た3人 の子供 の末 っ子

聖徒の道/1995年4月 号

27



ニューヨークに住んでいた幼年時代。左

下 高校野球の投手をしていたころ。

白い服を着ているのがロバー ト。両親，兄，姉とともに。右 幼年時代。

であったロバー トは，アイダホやユタにある両親の故郷

から遠 く離れた，ニューヨーク州 ロングアイラン ド

で幸せな幼年時代 を過 ごしました。ヘイルズ家の

木 の生い茂 った広い庭 には， ワイル ドリリーや

ジャックインザプルピットの花が咲き乱れてお り，

ロバー トはそこで，姉のジャネッ トや兄のジェラル

ドとよく遊んだ ものです。商業美術家の父はよ く子

供たちに，家の敷地 に岩で庭園を築いた り，池 を

掘った りするのを手伝わせ ました。

纂三1麟ll購礁 》継
グ大管長か らレックスバーグに派遣 されて，
かんがい

灌概用水路 を掘 る事業 を手伝 いました。
「最後の馬が死んだ という彼の日記の記録

を読む と，私はいつ も心 を動かされます」 と，

ヘイルズ長老 は語 ります。「彼は馬 の名 を書

き連 ね， こう記 しています。『これ らの馬た

ちは，本来の仕事ではない作業で主によく仕

えた。』」

ベラ ・ホルブル ックは，自分の祖父が住 んで

いたユタ州バウンテフルで育ちました。バウン

テフル ・タバナクルの屋根が暴風で吹 き飛ぼさ

れた時，(自 宅 を建築中であった)祖 父のホルブ

ル ック兄弟 は，タバナクルの屋根の張 り替え用に

と自分の建築資材 をすべて差 し出 しました。

ヘイルズ家の子供たちは合衆国の東部 と西部から

それぞれ最善のものを与えられました。ヘイルズ長

老の姉 ジ ャネ ッ ト ・ヘ イルズ ・クラー クは， その思 い出

を こう語 ってい ます。 「毎 年夏 にな る と，母 は私 たち

3人 を，バ ウ ンテフルの祖父母 の所 へ連 れ て行 って

くれ ました。 そ こで は， い とこた ち と兄 弟 の ように

して過 ご しました。」

ロバ ー トは， ユタ州 スカルバ レーの牧場 で も，

2度 の夏 をい とこたち と過 ごしてい ます。龍〆

「干 し草 を積 んだ り
，馬 に乗 った り， 夏

の間 山 にい る家畜 になめ させ る塩 を運 ん

噸 《 ζ騰 潔 難 りしまし
ニューヨーク市で，ロバー トは，ほか

にも彼の教養の幅を広げる特別な経験を

た くさんしました。た とえば，国連本部が

彼 の高校の近 くにあ りました。「国連代表の

子供たちか ら，ほかの国々の ことについて実

に多 くのことを学びました」 と，ヘイルズ長

老は語 ります。「私 はその ころから，生涯 を

通 じて国際的な経験 を積んでい こうと決心 して

ロバー トは子供のころ，野球に夢中でした。高

校1年 生になるまで，学校代表の野球チームで先

発投手を務めていました。 また，ユタ大学でも野球

チームに所属しましたが，やがて， けがのために野

球 を続けることがむずか しくな りました。 しかし，

野球をしていた何年 もの間に人生や人々について学

んだ数々の教訓は，彼に大 きな影響 を及ぼしたので

した。

メ戯
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高校時代のある時期，ロバー トのピッチングの不調が

原因で，チームは3度 続けて1対0で 負けてしまい まし

た。学校新聞の見出しは 「不運なヘイルズ，連敗」で し

た。彼はユニホームを持ってコー チの所へ行 き，辞める

意志 を伝 えようとしました。 コーチの部屋 に入 る と，

コーチは言いました。「どうして負けてい るのかわか る

かい。ゲーム前のウォーミングアップの時，君は速球 と

カーブをみんなに印象づけようとしているだろう。だか

ら終盤に腕が疲れて くるんだ。それじゃ2回 か3回 しか

もたないよ。見せび らかすのをやめなさい。そ うすれぼ

腕 は疲れないか ら。」 ロバー トはその忠告 に耳 を傾 け，

次の試合では完封 しました。「何で も必要な ことを言 っ

て くれるコーチを大切にしなければならない訳は， ここ

にあ ります」 と，ヘイルズ長老 は語 ります。「コーチの

忠告に耳 を傾ければ間違いを繰 り返 さな くて済み， 目標

を達成するよりよい機会が得 られます。主もそのような

お方です。私は，主や主の聖任 された者から受ける訓練

を嫌がった りはしません。」

ヘイルズ家族 にとって，福音 こそが家族生活の基であ

り，彼 らは家からおよそ30キ ロも離れたクイーンズワー

ド部に集っていました。ルーロンもベラも，生涯 を通 じ

て教会の多 くの召 しを忠実に果たしました。

ロバー トが子供の時に学んだ最 も大切な教訓の多 くは，

両親の模範 と，クイーンズワー ド部でのさまざまな経験

から得た ものでした。執事定員会会長であったロバー ト

は，監督 とのある経験か ら，神権指導者を敬 うことを学

びました。当時ワー ド部は，市民会館で集会 を行なって
せいさん

いました。聖餐を祝福す るテーブルはステージ前のメイ

ンフロアに置かれていました。執事 はいつも，聖餐 トレ

イを受け取 ると，ステージに上がって トレイを渡 し，そ

れか ら走ってステージか ら跳び降 りて，別の トレイを受

け取 り， トレイをすべて渡 し終えるまで これを繰 り返す

ので した。ヘイルズ長老 はこう語 ります。「私がステー

ジか ら跳び降 りようとした時，新任の監督がそこに立っ

ていました。そして，空中にいる私を捕 まえて言いまし

た。 『そう，ほかのみんなはそ うしている。』 そして言

い ました。『で も，君は執事定員会の会長だ。』監督 は私
けいけん

に，聖餐を適切 に，敬度 に扱ってほしいと言いました。

私が大切 な教訓 を学び始 めたのはその時か らです。時間

を割いて私を教 えて くださった神権指導者のかたがたに

心から感謝 しています。」

真実のパー トナーシ ップ

大学2年 生のロバー トが，同じく大学生であったメア

リー と出会 ったのは，クイーンズワー ド部でのことでし

た。メアリーの家族 は，ロサンゼルスからニューヨーク

へ引っ越 して来たばか りでした。「彼女 と出会 ってから

は，ほかのだれ ともデー トしませんで した。私たちは最

初の2カ 月，仕事を終 えると，毎晩一緒 にお互いの家族

の用事をしました。彼女は私が車を洗 うのを手伝い，私

は彼女が弟たちの子守 りをするのを助 けました。私たち

は決 して離れることがないかのようでした。」夏が終わ

ると，彼 らはふた りとも，ユタ州の大学 に戻 りました。

ロバー トはユタ大学に，メア リーはブリガム ・ヤング大

学に戻 ったのです。翌年の夏，1953年6月10日 ，ふた り

はソル トレーク神殿で結婚 しました。

新婚のロバー トは大学4年 生の学業 を続ける傍 ら，カ

メラマン兼フィルム編集者 としてソル トレークシティー

のテ レビ局 で も働 きました。「時折メア リーがサ ン ド

イッチを持って局に来て くれました。編集 をしてコマー

シャルを組み込む作業のために映画を見るのですが，彼

女 もよくそばに腰掛けて見ていました。」

「私たちはいつ も一緒 に楽 しい時間を過 ごしました」

と，ヘイルズ姉妹 も語 ります。「ボブはとて もユーモア

のセンスがあ ります し，よく気配 りをして くれ ます。」

ロバー トは，1954年 に通信 ビジネスの学位を取得 して

ユタ大学を卒業し，間もなく，米国空軍 に勤務 しました。

1955年 に，ロバー トとメア リーは，生 まれたばかりの息

子スチーブンを連れて，フロリダへ引っ越 しました。こ

れがその後何度 も続 く引っ越 しの始 まりでした。 ロバー

トは4年 間，合衆 国戦略 ・戦術 空軍 でF84戦 闘機iと

F100戦 闘機 に乗 りました。1958年 には，次男デ ビッド

が家族に加わ りました。

ロバー トは軍隊で勤務 していた間に，ひとつの大切な

原則を学びました。彼が所属 していた飛行隊の各隊では，

パイロットの士気 を高めるためにひ とつのモットーが決

められていました。』「私たちの隊のモッ トー(戦 闘機の

機体にも書かれていた)は 『名誉の帰還』でした」 と，

ヘイルズ長老 は語 ります。「このモ ットーは，力 を尽 く

して任務をみごと完了 し，所属基地に名誉の帰還を遂げ

ようという，私たちの決意をいつも思い出させて くれま

した。」 このモ ットーは，個人 としての生活において も，
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上(左 から)結 婚当日のロバー トとメアリー。息子のデ ビッドとスチーブンがまだ幼かった時分のヘイルズ家族。

ピアノを弾いて孫と遊'ぶヘイルズ長老。下 一 ジェット戦闘機操縦士のころ。

職場 においても，誠実 さと高潔 さの重要性 を思い出させ

るのに役立ってきました。彼は父親 として，ふた りの息

子が伝道 に旅立つ前に(ス チーブンはイギ リスに， デ

ビッ ドはドイツに召された)そ れぞれを腕 に抱 き，「名

誉の帰還を遂 げなさい」 とささやきました。ヘイルズ長

老は今 もなお， このモッ トーに従っています。

ロバ ー トが空軍で の任務 を終 える と，家族 はマサ

チューセッツ州ケンブ リッジに引っ越 しました。彼はそ

こでハーバー ド大学 に通い，1960年 に経営管理学の修士

号を取得 しました。それか らす ぐに就職の道が開かれ，

職業の面では，い くつかの全国規模の会社で

要職に就 きました。 また仕事の関係で，ヘイ 、隔 撫亀

ルズ家族はイギ リス， ドイツ，スペイン，ま

た合衆国内のさまざまな地に引っ越 しをしました。
「引っ越 しは，子供たちにとってはつらいことだった

でしょうね。」ヘイルズ長老はそう語 ります。「世の中を

見て回ることに教育的な価値がある， と子供たちが気づ

くまで は時間がかか りました。で も息子たちは大 き く

なってから，外国に住んだことはためになった と言って

くれ ました。」

引っ越 しはメアリーにとって もチャレンジでしたが，

彼女は独立心 と不屈の精神でそれに対処しました。かつ

て家族が引っ越 しをした時の ことを，ヘイルズ長老はこ

う述懐 してい ます。「私 は彼女を ドイツに連れて行 き，

フランクフル トにふた りの息子 と彼女を残 して，短期の

仕事のためにベル リンへ飛 ばなければなりませんで した。

メアリーは息子たちを学校 に入れ，混 み合 うアウ トバー

ンの周辺の道を覚 え， また，ついにはドイツ語 を話せ る

よ うに まで な りました。 これ は代 表的 な例 で，彼女 はい

つ も必 要 な ことを成 し遂 げて きました。」

メ ア リー とロバ ー トの チー ム ワー ク は，多 くの人 に
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とって模範 となってきました。義理の娘スーザンにとっ

ても同様です。「ふた りは完全 なパー トナーシップを築

いています」 と，彼女は語 ります。「どの夫婦 も，ふた り

を結婚生活の手本 とで きるでしょう。ふた りの関係は100

パーセン ト対等です。一方が他方を支配するということ

はあ りません。お互いの意見が尊重 されるのです。」

ロバー トとメアリーは結婚 した最初の ころに，ひとつ

のチームとして主に快 く仕 えることを決心 しました。そ

して この決意 のおかげで，ふた りは，生涯にわたって，

実業界における国際的な経歴 と，福音の原則 に従って生

活 したいという望み との間のバランスを維持することが

できたのです。

「かつて私が昇進することになった時，上司か ら 『奥

さんがいなければ今のあなたはなかった と思いますよ』

と言われ ました。彼 は，『メア リーは君 に とって最大の

強味です。それを忘れないように』 とも言いました。私

はそのことを決 して忘れたことがあ りません。

メアリーが私 を引き止めた ことは一度 もあ りません。

私たちは， 『あなたが私を引き上 げ，私 もあなたを引き

上げる。そして一緒に登っていこう』 というクエーカー

教の金言に従っています。私たちが果た してきた事柄の

多 くは，チームとしての関係がなければ成 し遂げられな

かったでしょう。私たちはいつもひ とつのチームでした

し， これか らもいつ もそうあるつもりです。聖霊に耳を

傾けることに次いで，妻の言葉に耳を傾 けることは，私

の人生 に最 も大 きな影響 を及ぼしてきました。」

思いや りをもって働 く

ヘイルズ長老 は， ビジネスで際立った経歴を維持 しな

が ら，ハーバー ド時代 に長老定員会会長 として奉仕する

ように召された時に定めた自身の方針 に従って， どのよ

うな教会 の召 しであっても喜んでそれ を受け入れてきま

した。 これ まで教会の多 くの召 しを受 けて奉仕 してきま

したが，最 も頻繁に与 えられたのが，支部長や監督 とし

ての召 しで した。仕事の関係でしばしば引っ越 しをした

ため， ジョージア州オールバニ，マサチューセッツ州

ウェス トン(ボ ス トンステーキ部)， ドイツのフランク

フル トで支部長， またウェス トン，ウィル ミー トワー ド

部(シ カゴステーキ部)， フランクフル トで監督を務め

ました。また，カリフォルニア州ダウニーで早朝セ ミナ

リーを教え，ボス トンステーキ部 とロンドンステーキ部

では高等評議員会で奉仕 し，ボス トンステーキ部 のス

テーキ部長会の一員 として も働 きました。後に， ミネソ

タ地区とルイジアナ地区で地区代表を務めました。

1975年 ，ロバー トが重役会議 に出席 していた時，マ リ

オン ・G・ ロムニー副管長から電話がかかっている旨を

伝 えるメモを秘書から受け取 りました。重役会議 を中座

することはきわめて異例であったため，ロバー トが会議

を抜け出して電話を受けたのには，全員が驚 きました。

この時ロバー トは， ロムニー副管長から，伝道部長 とし

て奉仕 してほしいとの要請を受けました。やがて，イギ

リス ・ロンドン伝道部を管理する割 り当てを受 けました。

その後間もなく， ソル トレークシティーか らまた電話が

かかってきました。今度は，スペンサー ・W・ キンボー

ル大管長でした。大管長はロバー トに，別の任務 に就 く

ことになって もかまいませんか， と尋ねました。

ロバー トはこう答えました。「差し支えございません。

どこへでも私をお送 りください，大管長。」

すると， キンボール大管長はこう言いました。「3年

以上働 くようにお願い してもよろしいで しょうか。」

ロバー トは，「けっこうです」 と答えました。

次いでキンボール大管長 は彼に，教会幹部 として働 く

という終身の召 しを伝えました。

「キンボール大管長は 『あなたが伝道部長 として働け

なくて残念に思われるのは承知 しています』 とおっしゃ

いました。しかし大管長 は 『そのことについては思い煩

わないで ください。あなたには多 くの使命があ りますか

ら』 と続けておっしゃいました。」

十二使徒定員会補助 として， また後に七十人 として働

いた最初の3年 間に，ヘイルズ長老は大管長会 のために

27の 地域大会の計画 を手伝 いました。「私はキンボール

大管長や使徒たち， またそのほかの指導者たち と旅行す

るのが大好きでした。 さまざまな土地を訪れて聖徒たち
あかし

に福音の真実性 を証す る予言者，聖見者，啓示を受ける

者を目にすることは， まった くすぼらしい経験で した。」

伝道部長 として奉仕するようにロムニー副管長から電

話を受けた日からお よそ3年 たった ころ，ヘイルズ長老

は，イギ リス ・ロンドン伝道部で働 くようにという電話

を，キンボール大管長か ら受 けました。「私たちはイギ

リスの人々 とイギ リスとい う国，そしてそこの伝道部が

大好 きで した」'と，ヘイルズ長老は語 ります。
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1979年 に伝道部長 としての務めが終わると，家族 はそ

のままヨーロッパに引っ越 しました。ヘイルズ長老はそ

こで地域担当教会幹部 として，当時十二使徒定員会の一

員であった トーマス ・S・ モンソン長老や，地区代表で

あったハンス ・B・ リンガー兄弟 と一緒 に働 きました。

彼らは当時 まだ福音が確立されていなかった国々の指導

者たちと密接な関係 を築 いていきました。東 ドイツでは，

神殿 を建てることの可能性について指導者たちと話 し合

いました。 しかし，教会 の指導者が建築 の要請 をするた

びに，「建築資材が得 られない」 とい う理由で拒否 され

ました。そこで，建築資材が得 られ る所 はどこか尋ねた

ところ，ついに 「フライベルク」 という返事があ りまし

た。それから間 もな く，そこに神殿を建てる許可が得 ら

れたのです。"

ヘイルズ長老は，かつてのチェコスロバキア，東 ドイ

ツ，ハ ンガ リー，ポーラン ドに旅行 した時に，政治紛争

や軍事紛争 に出 くわ しことが何度かあ りました。「よい

ときにも，悪い ときにも」そこに居合わせたのです。

ポーランドでは， ときには，戦車や催涙ガス，通 りを駆
ま

け抜ける民衆を目の当た りにしなが ら，政府の指導者た

ちとの関係 を築いていかなければならないこともありま

した。ワルシャワでの最初のバプテスマはホテルのプー

ルで行なわれましたが，会員たちはついに集会所を建て

ることができました。

「私はこれ らの国々の聖徒たちを心から愛 し尊敬 して

います。忠実な彼 らを愛 しているのです。2，000人以上
あかし

の人々が，今 も自分の証を忠実に守っています。」

ヘイルズ長老が地域担当教会幹部 を解任されると，家

族でユタ州ソル トレークシティーに戻 りました。ヘイル

ズ長老は，1983年 から1984年 まで北アメリカ南西地域の

地域会長 を務め，1985年 には管理監督 として働 くように

召されました。ヘイルズ長老のおもな責任は，教会にお

ける外形的な儀式 と実務 を監督す ることでした。何年 に

も及ぶ教会での奉仕 と会社役員 としての経験を通 して，

彼はこの召 しにじゅうぶんにふさわしい者 となっていた

のです。

「父 は問題 を分析 し，解決策を練 ることが実に上手で

す」 と，息子のスチーブンは語 ります。「父には，人々

を導いて物事 を進 める特別な才能があると思い ます。

人々に，彼 ら自身の問題 を解決す る責任 と，なすべ きこ

とを遂行する力 を与 えます。そして問題が解決され ると，

その人 をたたえます。父は，自分 は表に出ないで，物事

が行なわれるように助 けるのを生 きがいとしています。

ある人々は弱い部分に焦点を当てて，それを切 り離す

ように訓練を受 けており，それで人々の人生をだめにし

てしまうことがあります。しかし，概 して父は，その弱

い部分 を取 り替 えるのではなく，その周囲を覆って強め

ようとします。父は人 を愛してお り，人のためにできる

ことは何で もします。」

管理監督会でヘイルズ監督の副監督を務 めた，七十人

のヘンリー ・B・ アイリング長老 も同意見です。「ヘイ

ルズ長老は人 を築き上 げる人です。長年の間，ひそかに

人を助 けてきました。だれかが助 けを必要 としているこ

とがわかれば，そのために何かをする人です。」

ヘイルズ長老は，娯楽 としてスポーツを，特にゴルフ

を楽 しみます。ヘイルズ長老 とメアリーは，息子たちや

義理の娘たち，また8人 の孫 と一緒に過 ごすのを楽 しみ

にしています。ヘイルズ夫妻はベア湖の近 くに古い農家

を持 っており，息子夫婦や孫たち とときどき週末の休暇

を過 ごすようにしています。「私たちは孫 たち と親密な

時間を過 ごすことの価値を知 りました。私は孫たちを連

れて，農場 を訪ねたり，鳥の保護区やハイキング，運動

会やスポーツの試合 に行った りします。 メアリーは孫た

ちに本を読んであげるのが好 きです。」

ヘイルズ長老は現在 は健康ですが，かつて2度 心臓発

作 に見舞われました。「私は毎 日こう して生 きてい られ

ることに感謝 してい ます」 と，長老は語 ります。「私は

すべての人 に，また天地のすべての事柄 に，感謝の気持

ち を新た にしました。」(「聖徒 の道」1994年7月 号，

p.113)

ほかの人々はヘイルズ長老のことをどのように見てい

るのでしょうか。「思いや りのある人です」 と，義理の

娘スーザンは語 ります。「父 は裁 く人ではあ りません。
ゆる

赦 し，そして忘れます。父は両親を敬 ってお り，高い標

準で自分 を育 てて くれた ことについて両親にいつ も感謝

しています。標準を下げることなく，常に標準 に従って

生活 しています。」

息子のスチーブンはこう言っています。 「父はほかの

人々のプライバシーを尊重 し，秘密 を守 る人です。正 し

い動機で正 しいことを行なおうと心がけています。父 は

私にとっていつ もよい模範です。」
「忍耐 こそ

，父の最大の特質です。父 はとて も忍耐強
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ヨセブ ・スミズ記念碑が，予言者 の出生地である

ジ バーモン ト州 シャロンにあります。私たちは，記
念碑の正面 に広が るぬれた芝生に縮 こまって座 っていま

した。ポンチ ョで身をくるんでなんとか雨に当た らない

ように無駄 な努力 をしながら，雨の音 にかき消されがち

な指導者の声に耳 をそばだてていました。やがて私たち
めいそう

は最後の活動 として，森の中で しぼしひとりで瞑想 し，

自己評価することになりました。

この活動は私 にとって とて も感動的なもの とな りまし

た。瞑想の時間の前 に， ある指導者 はデ ビッド ・0・

マ ッケイ大管長が祝福師の祝福 を受けた時の ことを，私

たちと関連させて話 して くれ ました。当時13歳 のデビッ

ドはビー玉のチャンピオンでした。祝福の後で祝福師は

デビッドに，ビー玉遊びよりもっと大事なことがあると

教 えたそうです。私 も，今 こそ自分 に とっての 「ビー

玉」，つまり子供っぽい重要でない事柄 を捨てて， どの

ように人生を歩んでい くか決心すべき時だと感じました。

そしてその決心ができるか どうーかは，教会が真実である

ことをほん とうに知っているかどうかにかかっていまし

た。そこで天父 に尋ねてみることにしました。

森に入ると，世界が急に静 まり返ったかのように感 じ

ました。雨にぬれないようにポンチョをまとった私は，

人 けのない場所 を探 しました。賛美歌 を何曲か歌い， し

ばらく聖典を読 みました。やがて用意がで きた と感 じら

れたので，ひざまずいて祈 りました。

心の高 まりを感 じなが ら祈 っていましたが，緊張 して

もいました。それまでにもみた まを感 じたことはあ りま
あかしかい

した。断食証 会 に出席 していた時 にも，モルモン経 に

っいて証を受けた時 にも感 じたのです。で も，「私 は教

会が真実であると知っています」 と心から言 うことはで

きませ んで した。 もし祈 って も何の答 え も受け られな

かった ら， どうしたらよいのでしょうか。 もし森の この

場所でひざまず き声を出 して祈 っても，ただ雨 にぬれる

ばか りで何 も起 きなかったら。

しか し，私は 「とにか くやってみよう」 と決心しまし

た。そこでびしょぬれの草の上にひざまず き，頭を下げ

て祈 り始 めました。だれかに聞かれるのではないか とい

う恐れか ら，小声で話 しかけました。そしてごく簡潔 に，

自分がほんとうに神のまことの教会に属 しているのかど

うかを知 りたい と願いました。祈 り終えるとひざまずい

たまま，その答えを待ちました。

最初，私 は教会が真実であることを，すでに知 ってい

るとい う気持ちにな りました。しか し，それは単 に自分

の感情によるものかもしれない と思ったので，再び祈 り

始 めました。

「あなたはすでに知っている」 という答えが再び返っ

て きました。 この時， みた まによって，平安 と喜びを

伴った温か く穏やかな気持ちに包 まれました。

胸の鼓動が早 くなるとともに，思わず喜びで顔がほこ

ろびました。セ ミナ リーや個人での学習 を通して，戒め

に戒めを加え， 自分が少しずつ証 を築いてきた とわかっ

たのです。ただそれがとて もゆっ くりだったので，証を

持っていることを認識できずにいたのでした。

こうして私は教会 に対する証 をはっきりと持ったので

す。 これからは， 自分の人生 にあまり重要でないことは

後回 しにし，霊的成長を続 けられ ることで しょう。教会

が真実であることを個人的に知ることができ， とて も平

安で満ち足 りた気持ちにな り，神への感謝の念に満たさ

れ ました。ひざまずいたままで，再 び頭を垂れ，天父に
ささ

感謝の祈 りを捧 げました。今 まで気づかなかっただけで，

自分 はすでに証 を持っていた ことを，天父が知 らせて く

ださったからです。□
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イエスの最後の日々

ア ン ・ウ ッドバ リー ・モ ア

イエスの生涯の最後 の1週 間は重要

な出来事の連続でした。新約聖書の四

福音書の中から復活の前後 の部分 を読

み直 してみ ましょう。(マ タイ26-28

章;マ ルコ11：12-16;14-16章;ル

カ22-24章;ヨ ハネ18-20章)次 に，

各曜 日に起 きた出来事 を下記か ら選び，

番号 を正 しい順序で空欄 に書 き入れ ま

しょう。

土曜 日 聖別の日

日曜 日 民衆の日

月曜 日 権威の日

火曜 日一 対立の日

水曜 日一 休息の日

木曜 日一 親交の日 ， ，

金曜 日 受難の日 ， ， ，

， ， ， ， ， ，

，

土曜 日 静寂の日

日曜日 勝利の日

1.3時 間 にわたって，地上の全面

が暗 くなる。

2.日 の出ごろ，カヤバ とユダヤの

サ ンヒ ドリンによって正式にイエスへ

の判決が言い渡 され る。

3.ベ タニヤで，マ リヤがイエスの

足に香油 を塗 る。

4.イ エスが息を引き取 る。

5.人 々がイエスにいばらの冠 をか
ちようろう

ぶせ，嘲 弄する。

6.イ エスが，実 をならせないいち

じくの木 をしか り，宮を清める。

7.墓 に番人が置かれ る。

8.ピ ラ トがイエスをヘロデの元へ

送 る。
ばん

9.イ エ スが使徒たちと 「最後の晩
さん

餐」 をともにす る。

10.兵 卒 がイエスのわ きをや りで突
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き刺す。

11.ク レネ人 シモ ンが，十字架 を背

負ってカルバ リに向かうイエスを助 け

るQ

12.イ エ スがエルサレムに勝利の入

城 をする。

13.イ エ スはベ タニヤで友人 ととも

に休息の一 日を過 ごした と思われ る。

14.イ エ スがア リマタヤのヨセブの

墓に葬 られる。

15.午 前6時 ごろ，イエスがローマ

の総督 ポンテオ ・ピラ トに引 き渡 され

る。

16.イ エ スがゲツセマネの園で祈る。

17.イ エ スが死人の中か らよみがえ

り，勝利 を得 る。

18。 兵卒たちがイエスの上着を分け

る。

19.イ エ スが宮やオ リブ山で教 えを

説 く。

20.ヘ ロデがイエスをピラ トの元に

送 り返 し，ピラ トはバ ラバ を釈放 して

イエスを十字架につけるために引 き渡

す。
せっぷん

21.真 夜 中近 く，ユダが接吻をもっ

てイエスを裏切 り，イエスは祭司長，

律法学者，長老たちによって捕 らえら

れる。□
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キ リス トを思い出させてくれるもの

つ く つ あかし

「すべての事物 は創 られて……われに就 きて証 をなす。」(モ ーセ6：63)聖 典 に

記されている事柄， また私たちの生活 の中にある事柄 は， どれ もキ リス トとその犠

牲を象徴 しています。 ここに描かれている事柄は，キ リス トとどの ように関係 して

いるで しょうか。
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答 え

1.バ プテスマはほかの何 よ りも，

イエス ・キリス トの死 と復活 を象徴す

るものです。また，私たちがバプテス

マ を受 けるとき，主 に従 って新 しい生

活 を始 めるこ とを約束 します。(ロ ー

マ6：3-4)
せいさん

2.聖 餐 のパ ンと水 はキ リス トの体
あがな

と血 を象徴 し，主が私たちの罪 を贋 っ

て くだ さった ことを思い出させて くれ

ます。 また，私たちは聖餐 を受 けると

き，バプテスマの際に主 と交わした誓

約 を新 た にし ます。(モ ロナ イ4：

3;5：2)

3.モ ーセは荒野で黄銅のへびを上
いや

げ，それを見 るすべての人が癒 される

ようにしましたが， これは，私たちが
ゆる

自 分 の 罪 の 赦 し を 受 け る た め に キ リ ス

トに 目 を 向 け な け れ ぼ な ら な い こ と を

教 え て い ま す 。(ヨ ハ ネ3：14-15;

ヒ ラ マ ン8：14-15;ア ル マ33：19-

22)

4.ヨ ナ が3日 間 「大 い な る魚 」 の

腹の中にいたのは， キリス トが死 に，

復活す るまでの期間が3日 であること

を私 たちに示 し，思 い出させ ます。

(ヨナ1：17;マ ル コ ：9：31)

5.イ エスは神の子羊 と呼ばれます。

イスラエルの民がモーセの律法のひと

つとして，群れの中か ら，傷 のない雄
うい ご ささ

の初子 を犠牲に捧げた ことは，天父が

御子を犠牲 にされた ことを象徴 してい

ます。(出 エ ジプ ト12：5;モ ー セ

5：7)

6.イ ス ラエルの民 に与 えられたマ

ナは，人はパ ンだけで生きるのではな

く，「命 のパ ン」であるキ リス トの語

られ る言葉 によって生 きることを教 え

ています。(申 命8：3;ヨ ハ ネ6：

35)
すくい

7.「 わ れ らの救の岩」(詩 篇95：

1)な どというように，多 くの予言者

がキリス トを岩や石にた とえています。

どの建物に も隅石があ りますが，キ リ

ス トは私たちの教会 と信仰 の隅のかし

ら石です。(エ ペ ソ2：20)

8.リ アホナが リーハイ とその家族

を約束の地に導いた ように，キ リス ト

のみ言葉 も私たちを約束の地へ導いて

くれます。(1ニ ーファイ16：10，26-

29)
きよ

9.日 曜 日を安息 日として聖 く保つ

ことによって，私たちはキリス トが週

の最初の日に復活されたことを思い起

こし，その日を主に捧げることがで き

ます。(ヨ ハ ネ20：1;教 義 と聖約

59：9-10)

10.光 は私たちに，救 い主は 「世の

光」であることを思い出させて くれ ま

す。(ヨ ハネ9：5)

11.水 は，キ リス トが生 ける水であ
わ い

り， 「沸 き 出 で て永 遠 の生 命 とな

〔る〕」 ことを示 しています。(教 義 と

聖約63：23)

12.キ リス トは，10人 の乙女のたと

えの中で ご自分 を花婿 にたとえられ ま

した。主が再臨される日に備 えて準備

を整 え る大切 さを説 かれたのです。

(マタイ25：1-13)□
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す。息子 と同じ立場 にいたのは，そんなに昔のことでは

ない と思 うのですが。

自分 自身が10代 だった ころのいらだちについて，何度

息子に真剣 に語ったことでしょうか。聖典から引用 した

ことも何度あったでしょうか。幾度 も息子 を座 らせては，

自分 自身の経験から得た健全で良識のある忠告をしてき

ました。

息子 さえ私の言った ことすべてに耳を傾 けてくれれぼ，

私がしっか りした考えを持って話 しているのがわかるは

ずなのです。 しか し息子 は理解 して くれません。それは

息子が私の言 っていることを聞いて くれないからなので

す。息子が突然立ち上が り，出て行 こうとしたので，私

は呼び止めました。

そして息子 にこう尋ねたのです。「少 しは私の話 を聞

いて くれないか。」

議論になってか ら初 めて，息子が私の方をまっす ぐ見

詰めました。その視線には少し戸惑い1ましたが，その答

えにはもっ と戸惑いました。
「お父さん

，ぼ くはいつだってお父さんの言うことを

聞いているだけだよ。それじゃあ言うけど，お父さんこ

そ少 しはぼくの話 を聞いて くれたっていいじゃないか。」

初め息子の言葉 に驚 きを感 じ，うろた えてしまいまし

た。た とえ私が息子に聞 くことを求めていた としても，

どζか間違っているでしょうか。なんと言っても私は父

親なのですから。

しか し座って考えている と，突然息子の言 うことは

もっともだと思うようになりました。私 は耳を傾 けるべ

きときに，いつ も話 しているか，説教 しているかだった

のです。息子 に対する私の心配 は妥当な ものでした。 し

かしその表現のしかたが妥当ではなかったのです。

それからの数 日間で，気づいた ことがあります。私 は

息子に与 えようとしていた知恵を誇 っていましたが，聞

くことの大切さについては学んでいなかったのです。私

の経験や考えの方が息子の経験や考 えよりも重要である

と，知 らず知 らず言っていた ことになるのです。自分の

無神経 さが嫌iにな りました。

耳 を傾 けていなかったのは息子 に対 してだけではあ り

ませんでした。主が聖任 された人々に対 して も耳 を傾 け

ていなかったのです。親である私たちは，この ように勧

告 されています。「親 は子供 の話に耳 を傾 けることに多

くの時間を割 くべきで，一方的に話すだけではいけませ

ん。しか も心 を開いて耳を傾 けます。 自分の気持ちや問

題，成功などを自由に話せ ることを子供が知れば，親子

の間にすぼらしいきずなが生 まれます。」(ベ ン ・B・ バ

ンクス 「聖徒の道」1994年1月 号，p.34)

もしこれか らも自分の立場か らだけ息子 を見ていた ら，

息子を理解で きるわけがないのに気づ きました。そして

真剣に息子 とみたまの声 に耳 と心を傾 けなければ，息子

の考 えを理解することはできない とわか りました。

また，聞 くとい うことが愛情表現の方法であるとはっ

きりわか りました。たとえ腕の中に抱 けないほど子供が

大 きくなっている場合で も，聞 くことによって子供に愛

情 を示せるのです。聞 くことで，大切 に思 う気持ちと尊

敬の念 も示せます。

じゅうぶんに考 えて，悔い改めてから，再び試みるこ

とにしました。

そして息子にこのように尋ねました。「話す時間，あ

るかい。 もう一度，チャンスをくれないか。」

「お父 さん，その必要があるかな。言いたいことはわ

かるけど，あまり気が乗 らないんだ。」

私 はこう言いました。「今度 は役割 を変 えたいんだ。

おまえが話 して，お父 さんが聞 くというのはどうかなb

信 じられないだろうが，ア ドバイスはおまえが求めて き

た ときだけにするか ら。」

その時の息子の笑顔 は， うれしいことに数 日前に見せ

た表情 とは対照的でした。いつもと違って，私 は熱心に

耳を傾 けました。何度か口を挟みそうになって，舌を制

しな くてはならないこともありました。しか し，何年間

も息子に説教 ばか りしてきましたが，30分 間息子の話 に

耳 を傾けたときの方が，はるかに息子の ことをよく理解

できました。 ，

それ以来，何度 も心を開いて話 し合うようになりまし

た。今で は何で も話せるようになった と感 じてい ます。

いつ も意見が一致するわ けではありません。しか し耳 を

傾 けることにより，互いに理解できるようにな り，以前

の会話で陥 りがちだった落 とし穴 を避けられるようにな

りました。

パウロが述べているように，進んでコミュニケーショ

ンを図ろうとすることは，「未来に備 え 〔た〕 よい土台」

の一部でもあ ります。(1テ モテ6：18-19参 照)耳 と

心を傾 けることは容易ではないかもしれませんが，非常

に大切な ことです。そして，愛 されていると感 じる必要
はん りょ

のある伴侶や子供たちにとってはとりわけ重要です。□
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阪神大震災被災者への救援活動

会員の力を結集し,迅速になされた

物心両面にわたる援助

月17日 未 明,阪 神 地 域 を地 震 が

i 襲った。 アジア北地域会長会会
長で七十人 のデビッ ド･E･ソ レ ンセ

ン長老 によると,監 督,ス テーキ部長

をはじめとする神権指導者および補助

組織指導者らは,被 災者を援助するた

め,迅 速かつ効率的に対応したとのこ

とである。

阪神大震災の記事は,｢チ ャーチニューズ｣(英 文)の1995年1月28日 付で大きく取

り上けられた。阪神地域を襲った大地震の被害は建物だけでなく,人 々の生活にも

及んだ。家を失った人々の中には教会員も数多くいる。地震に見舞われた直後から,

教会の指導者たちは会員と力を合わせて援助活動に取り組んだ。神戸ワード部の集

会所に仮設された緊急物資配給センター(右 下)も その一例である。

この 地 震 は5,000人 以 上 の人 命 を

奪ったが,ソ レンセン長老によれば,

さいわい,地 震に遭 った阪神地区の全

宣教師の無事が確認 され てお り,宣 教

師たちは,意 欲 的に援助活動 に携わっ

ている。

過去70年 間で最高の死者 を出 した こ

のたびの地震 は,マ グニチ ュー ド72

と計測された。

ソレンセ ン長老は,1月24日,地 域

監督の北村正隆兄弟 とともに被災地 を

訪れ,そ の被害状況 とともにそこでな

されている無私の奉仕 をつぶさに目に

した。

ソレンセン長老 は電話 でのイ ンタ

ビュー に対 し,こ う語 ってい る。｢監

督 もステーキ部長 も,自 分の家族の安

全 を確保すると,た だちに昼夜 を問わ

ない救援活動に立ち上が り,そ の指示

に当た りました。｣ソ レンセ ン長老 は,

危機 に際 して自発的に援助 を申し出た

教会員の数の多 さに感動 した と述べ,

とりわ け教会の姉妹たちの働 きについ

て次 のよ うに語 ってい る。｢姉 妹た ち

は雄々 しく働いてい ます。水を運んだ

り,食 べ物を用意 した り,子 供の世話

をした りしてい ます。語 り尽 くせぬほ

どのすぼらしい働 きをしているのです。

聖徒のためばか りで はな く,隣 人 の窮

状 を和 らげようと多大な働 きをしてい

る彼女たちに称賛の言葉 を送 りたいと

思い ます。｣
ハ ノ イ ノ

七十人でアジア北地域会長会の韓仁
サノ

相長老とサム･K･島 袋長老は,堪 能

な日本語を生かし,聖 徒たちに生じた

諸問題に効果的に対応するとともに,

援助活動に直接携わっている。

東京にあるアジア北地域管理本部か

らは,阪 神地域の事情によく通じた教

会職員が地震発生から数日後には派遣
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神戸ワード部から被災地へ物資を搬出する教会員のボランティア。

右側の人物は,神 戸ステーキ部の堂ノ本ステーキ部長。

員 と教会員でない人々の避難所 として

使用され,集 会所の一部 は応急の配給

センター として使われた。バ プテスマ

フォン トはきれいに清掃 されて,被 災

者が最 も必要 としてい るもののひ とつ

である水 をためる場所になっている。
どう の もとつとむ

神戸 ステーキ部 の堂 ノ本 勉ス テー

キ部長の呼びかけによって,食 糧や必需

品がさらに近隣の諸都市か ら集 まった。

隣接す るワー ド部,ス テーキ部,地 方

部か らトラックに積んで食糧やそのほ

かの必要な品々が運び込 まれた。

被災地域の教会員は自家用車 を使 っ

て,集 会所 に設 けられた配給センター

へ 自発的に物資 を搬入 している。被災

地域へ は,救 援物資 を届ける車両 しか

通行が許 されていない。

地震発生後最初 の数時間 は,宣 教師

たちが救援物資の収集や分配 を行なっ

たが,そ の後 は神権指導者や補助組織

指導者が,宣 教師 とボランティアの力

を借 りて担当家族の必要を満 たした。

彼 らは救援活動 に従事 し,そ れらを運

営 したが,ウ ィル ソン伝道部長 によれ

ば,｢速 やかに処理されている｣と いう。

教会のボ ランテ ィアは時間交替 で,

トラックの荷物 を降ろした り,物 資 を

仕分けした り,日 常的な支給 品や救援

物資を自転車 やバイク,あ るいは徒歩

で配っている。 ソレンセン長老 によれ

ば,神 戸市で最 もひど く破壊 された地

域のひとつ は神戸 ワー ド部の集会所か

ら歩いて15分 程度の場所であるとい う。

教会員はまた,各 自が住む家 の近隣

でも彼 らにで きる助 けをしていると,

ウ ィルソン伝道部長は説明す る。た と

えば地震が発生 した時,西 宮 ワー ド部

のある会員 は両 わきに子供 を抱 え,ガ

ラスが足に刺 さった まま家 を飛 び出 し

た。彼 は家屋に深刻な被害 を受 けたに

もかかわ らず,家 族 の安全 を確保する

と,近 所を回って応急のテン ト作 りを

する人々を手伝 った。教会か ら物資を

受 け取 ると,彼 は近所の人々 とそれを

分かち合った。

｢危 機 を通 じてキ リス ト教徒 として

深 く根 ざす徳が示 されたすばらしい実

例です｣と ウィル ソン伝道部長 は語 る。

最 も必要 とされ る援助 のひ とつは情

緒面でのサポー トであると伝道部長 は

付 け加 えた。｢生 活 は完全 に混乱 して

います｣と 彼 は説明する。｢お おぜ い

の人々が希望を失い,話 し相手 もない

ままほうっておかれてい ます。宣教師

は食糧 を配 り,後 片付 けを助けるだけ

でな く,相 手の話を聞 き,友 達 になっ

てい ます。｣

神戸 ワー ド部のある教会員は自営業

の薬局が まった くつぶれてしまった と,

ウ ィルソン伝道部長 は語 る。薬の販売

は完全 にできな くなって しまったが,

宣教師 は彼ができるか ぎりの薬品を掘

り出すのを助け,そ れ らの薬品 は無料

で必要な所 に配 られた。

聖徒 の道/1995年4月 号

4

●教会員被害状況(2月28目 現在)

教会員の死者 2人

教会員の家屋 の全半壊

神戸ステーキ部……84棟

大阪北 ステーキ部…5棟

●教会施設の被害状況

神戸伝道本部,神 戸 ワー ド部,

西 宮ワー ド部のそれぞれの建物の

壁やガラス,塀 など数カ所 にひび

割れが生 じたが,通 常の集会に差

し障 りがあ るほ どの被 害では な

かった。

ソレンセ ン長老 とウィル ソン伝道部

長 は,30万 人 が住む家を失った被災地域

にあって,人 々の行動 に感銘を受 けた。

｢大 きな被害の中で
,決 然 と境遇 に

立 ち向かう人々の勇気 と意志力 に,私

は感動 しました。｣ソ レンセ ン会長 は

そう語 る。

略奪が行なわれているとい う報告は

な く,か えってあちこちで寛容 な態度

が見 られる。必要な商品を置いた数少

ない販売店で,客 が整然 と列を作 り,

辛 抱強 く順番 を待つ姿 も,ソ レンセ ン

会長 とウィルソン伝道部長 は目にした。

食 品や生活用品を購入 した人 々が外の

長 い列を見て,ほ かの人々 にも行 き渡

るように自分の買った もの を一部戻 し

てい るの に も,ふ た りは気 づ いた。

｢彼 らに とってそれは当た り前の こと

なんですよ｣と,ウ ィルソン伝道部長

は語 る。

神権指導者は,地 震以来次々 と寄せ

られ る援助の申し出に感謝 の意を表明

している。アジア全域か ら,心 配 して

いる日系アメ リカ人 のかたがたから,

また援助 を申 し出 るそのほかのかたが

たか ら電話やファックスを受 けている

と,ソ レンセ ン会長は語っている。

｢教 会 は現在
,会 員を援助 し,可 能

な場所では教会員でない人々に も援助

の手 を差 し伸べてい ます｣と ウィル ソ

ン伝道部長 は語っている。(｢チ ャーチ

ニ ューズ｣1995年1月28日 付)

*震 災関連記事は,5月 号 にも掲載い

たします。
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■ 職業と信仰シリーズ

■

福音の証を乗せて走る禁煙タクシー

石川地方部金沢支部

川島良仁

長
年の夢 であった個人タクシー業

を始め,も う3年 になろうとし

ています。運転歴 は23年 にな りますが,

その中でもタクシー業がいちばん長 く

て17年 にな りました。

●仕事を しながらの個人タクシーの免

許取得

個人 タクシーの免許取得のころ,主

から言葉に尽 くせぬほ ど豊かな祝福 を

頂 きました。受験2カ 月前のことです。

渡 された教本な どの関係資料の多 さに

思わず目の前が真 っ暗 になった もので

す。そのころは特 に生活が厳 しく,毎

日支払 い に追わ れ る有 り様 で した。

ゆっくり体 を休 めることもなく,小 さ

な事故1件 で さえ受験資格がな くなっ

てしまうとい う条件下で,肉 体的,精

神的に も相当疲れ を感 じていたころで

す。間 もな く講習 も始 まり,仕 事 もで

きな くなっていきました。代行運転 を

していた私は,タ クシーの洗車や清掃

など妻の全面的な協力の下で,仕 事 と

受験 に集 中したのです。

早朝4時 近 くまで仕事 をし,9時 に

は目を覚 まして受験勉強 をする という

日々が続 きました。そのころは,北 陸

地区の受験者は,全 員合格 という輝か

しい実績 があり,講 習に注 ぐ指導者の

熱の入れようは大変 なものでした。そ

の中で,仕 事 を遅 くまでこな し,そ れ

か ら勉強 に取 りかかるという具合で し

たので,一 部 の先輩諸氏か ら厳 しく注

意を受けましたが,そ れで も,仕 事 を

やめられない というジレンマ との戦い

の 日々でした。その ころか ら頭髪が 目

に見 えて抜け始め,ブ ラシが毛で黒 く

なるほ どで した。私は主 に祈 りました。

そして祈 りのたびに確信 を得 るように

なったのです。自信がわいてきたので

す。 しか し周 りの目は厳 しく,実 績 に
と

汚点を残すのではないか とか,｢2兎 を

追 う者 は1兎 をも得ず｣と い う声が聞

こえてきたのです。

受験者は2週 間前,中 には1カ 月 も

前 に仕事を離れ,受 験に備えていまし

た。そんな中で,私 が仕事を離れたの

は3日 前でした。試験にはみごとに合

格 して,よ うや く夢 にまでみた開業 に

こぎつけることができました。苦しい

日々で したが,私 はいつも主のみ手 を

身近 に感 じていました。 そして,主 か

らさらに大 きな祝福 を頂いたのです。

●｢禁 煙タクシー｣の 誕生

ある時,市 内を走行中 にひとりの若

い女性客が乗車 して,こ のように言わ

れた のです。｢な んて美 しい車。たば

このにおいが しない し,車 内はきれい

だし,ほ ん とうにうれしい1運 転手

さん,私 ね,タ クシーを待 ちなが ら,

た ばこのにおいのする車だった らどう

しようか と心配 しなが ら待 っていたん

です よ。 ほん とうによかった。｣こ の

ような会話で した。

それ をきっかけに以前から心 に留 め

ていた禁煙車営業認可への思いがさ ら

に強 くなって,金 沢 の個人 タクシー協

同組合の理事長 と話 し合ってみました。

すると,組 合からの後押 しはむずかし

いが,一 個人の資格で許可 申請 してみ

てはどうか,ま た申請書の内容はこの

ようにしてみてはと,い くつかのア ド

バイスを受 けました。

その足で早速,石 川陸運支局に出向

きましたが,ま った くわたしの意 に反

し,門 前払いを食 らって しまったので

す。担当官の返事 はまことに冷ややか

で,今 までにこの ような事例を受 け付

けたことがな く,こ ちらとして もわか

らないので出直す ように と,あ っさり

した もので した。

●申請書,6回 目でようや く受理

この時,負 けん気の強いわたしの胸

の中に静かな炎が燃 え上が りました。

それか ら何度 とな く通い詰め,6回 目

にようや く申請書を受理 されました。

担当官 も根負けしたようです。そ して

1994年1月 末 日に｢禁 煙車｣と しての

許可 を受 けたのです。

この出来事 は,個 人 タクシー同業者

間で大 きな反響を呼び,賛 否両論 の反

応があ りました。北陸3県 で1台 しか

いない｢禁 煙車｣｢禁 煙 タクシー｣と

いうことでマスコ ミの関心を引 くこと

になりました。地元の北国新聞社では

夕刊 に大 き く写真入 りで掲載 され,

FM石 川 放送で も私 とのインタビュー

が放送 されました。さらに北陸朝 日放
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名古屋地区伝道50周年

名古屋地区の教会の歴史
お わ り

｢尾張 の始 め｣を 編 さん

☆……名古屋地区では伝道50周年の節

目を迎えました。それを記念し,ま た,

名古屋地区での教会の歴史を後世の人

たちに伝え残すこと;を目的に名古屋地

区教会歴史編さん委員会(代 表委員･
めいとうきた

山本修一 名古屋ステーキ部名東北

ワード部所属,祝 福師)が 組織され,

｢尾張の始め｣(A4判 ,160頁)と 題す

る名古屋の伝道の歴史が編さんされま

した。｢このような信仰の歴史が各地

でつづられ,次 の世代に受け継かれる

なら｣と 山本修兄弟は語っておられま

す。(｢聖徒の道｣編 集室)

●｢名古屋支部｣同 窓会をきっかけに

今
で こそ名古屋地区にはふたつの

ステーキ部 に10の ワー ド部,7

つ の支部があ ります。 しかし,わ ずか

25年 前 には,教 会 は愛知県内に1カ 所

しかな く,隣 接の岐阜県･三 重県･静

岡県にはまった くあ りませんでした。

その教会 も,普 通の民家を手直 しした

建物で,雨 が降る と雨漏 りす ることも

ある,と い う状態で した。

そのころの｢名 古屋支部｣を 知 る教

会員が集 まって,1990年10月 に｢同 窓

会｣を 開 きました。初代 の支部長 で
とうきち

あった柳田藤吉ご夫妻や,初 期に名古
かん

屋で伝道 された渡辺罐兄弟 を囲んで思

い出を語 り合 ううちに,名 古屋の教会

の歴史を書き残 してお く必要がある と

出席者一同が強 く感 じました。

1993年5月 に,名 古屋伝道部のウォ

ルター･L･エ イムズ伝道部長(当 時),

名 古屋･名 古屋西の両ステーキ部の全

面的な賛同の下 に,歴 史編 さん委員会

を組織 しました。委員会 には,両 ス

テーキ部の副ステーキ部長 にも入って

いただきました。それか ら,1年 半を

かけて｢尾 張の始め 名古屋地区に

おける末 日聖徒イエス･キ リス ト教会

の歴史｣が 完成 しました。

その内容 は,歴 史年表,お もな出来
あかし

事とエピソー ド,個 人の思い出や証,写

真などの記録,若 干の統計数値 です。

写真,資 料な どの協力をして くださっ

たかたがたは,米 国在住のかたがたを

含め約30人 に上 ります。 また,巻 末に

は各 ワー ド部･支 部の現在 の姿を写真

と文章で紹介 してい ます。 この部分は

監督･支 部長に執筆していただきました。

●先人たちの強い信仰 と汗 によって

(｢尾 張の始め｣序 文よ り)

1945年 の終戦 の年に,名 古屋地域に

福音が伝 えられはや50年 の歳月が流れ,

1995年 は記念すべき年 を迎 えます。
なる み

名古屋の南の外れ,鳴 海町(現 名古

屋市緑 区)旧 東海道の町並 の一角で当

時名古屋に進駐 していた末 日聖徒の米

国兵士によって まかれた種 は,こ の50

年 間 で大 きな成長 を遂 げ,日 本名古屋

ステーキ部,日 本名古屋西 ステーキ部,

お よび日本名古屋伝道部 と発展 してき

ました。

当時 は集会ひ とつ開 くに も,個 人 の

家や幼稚園,学 校,そ のほか公共施設

を借 りて,転 々 と渡 り歩 いていました。

また,教 材 も少な く,指 導者 にも恵 ま

れてお りませんで した。現在 では,そ

れぞれのユニ ットにおいて,整 った環

境 の中で充実 したプログラムの集会が

開かれています。考 えてみれば,神 様

の大 きな愛 と,先 人たちの強い信仰 と

汗,努 力 によって私たちはこれ らの祝

福 にあずかっていると言 えましょう。

名古屋地域 での伝道の歴史 は,日 本

伝道史の中にあっても貴重な役割 を果

たしています。た とえば,モ ルモン経,

教 義 と聖約,高 価 なる真珠,そ のほか

教会の重要な出版物の翻訳に携わった
たつ い

佐藤龍猪兄弟は,鳴 海で最初に米軍兵

士より福音を知らされた方であり,戦

後 日本人として初めてバプテスマを受

けた方でもあります。
さと

また,賛 美歌の新訳をされた柳田聡

子姉妹は,柳 田藤吉兄弟とともに夫婦

で初期の名古屋支部創設の基礎作 りに

尽力されました。さらに彼女は日本人

として初めて伝道部扶助協会の会長に

召され,全 国の姉妹の指導に当たられ

ました。

彼女の父親の故高木冨五郎兄弟は,

数少ない戦前の改宗者です。初版賛美

歌の翻訳者であり,親 子2代 で賛美歌

の翻訳に尽くしておられます。高木兄

弟は,戦 後の混乱期に私事を忘れて日

本の伝道再開に尽力されました。晩年,

名古屋の柳田家に同居され,豊 富な経
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私たちはす ぐに隣の部屋を訪問しま

した。その兄弟 は私たちが隣に住 んで

いることをご存 じで した。その夜,彼

は泣いて教会 に戻 りたい と申し出て く

ださい ました。 しばらくして副支部長

に召 され,り っぱな働 きをして くだ さ

いました。アパー トを決 める という一

見ささいなことの中にも,神 様 のみ手

が働 いていたことを痛感 しました。

帰還後,以 前所属 していた大学病院

に戻 ることがで き,以 前神殿でお会い

した姉妹 と東京神殿で結婚 しました。

1年 ほど,佐 世保 の病院で働 き,転 勤

の時期 を迎 えました。鹿児島地方部の

神殿訪問の折に,ど の病院に行 くべ き

か,妻 と一緒に神殿で祈 りました。あ

る病院に転勤す るように とい うみたま

のささやきを耳 にしましたが,そ こは

私が伝道 に行 く前に勤めていた病院で

した。伝道に出るために病院をやめる

ことを伝 えると上司の先生は,あ きれ

果てて私をまった く無視するようにな

りました。上司の先生 と和解す るのは

無理なように思えました。 どうしてま

たその病院に…… と思い ましたが,み

たまのささや きに従い,そ の病院へ転

勤 しました。

勤めだ してその先生 との関係 は徐 々

によ くな り,1年 後 にほかの病院 に転

勤す る時には,｢ぜ ひまた来て くれ｣

と言って もらえるほ どになりました。
がん

その先生は数年後に若 くして癌で他界

されました。思い返せばあの1年 間が

先生との貴重な和解の時でした。

その後,大 学病院に戻り学位を取得

するために糖尿病の実験を始めました。

そのころ長崎支部の支部長に召され,

竹馬こ家族

大変忙 しい毎日を過

ごしました。朝か ら

夜遅 くまで実験 と診

療に明 け暮れ,合 間

を縫 って教会の責任

を果た しました。 し

か し,思 うように事

は進 みませ ん。実験

はことごとく失敗 し,

家庭 での時間 も満足

に取 れず,教 会 の責

任 も満足 に果たせ ませんで した。 こん

なことまで して学位 を取得する必要が

あるのか と迷 いなが ら,月 日だけが過

ぎてい きました。

実験を始めて5年 後,や っ と論文が

まとまり,昨 年学位 を取得することが

で きました。この5年 間は私 の人生で

いちばん大変 な時期で した。父親 とし

て,夫 として,ま た,支 部長 として,

満足な働 きがで きませんで した。 その

間,私 を陰で支 えて くれた家族や教会

の皆 さん,そ して神様 に心から感謝 し

ています。

旧約聖書の創世記 にサタンはキ リス

トのかか とを砕 くだろうが,キ リス ト

はサ タンの頭 を砕 くと記 されています。

(創世3:15参 照)私 は教会員 にな っ

て｢あ あ,も うだめだ｣と 思ったこ と

が何度 もありました。それは致命的 な

傷 のように思えますが,実 際は足を砕

かれただけで した。 キリス トは,サ タ

ンの頭を砕 きます。神様 に従 うとき,

思 って もみない方法で新 しい道が開け,

不可能に思えた ことが可能 にな りまし

た。

絶望するとき,そ れは多 くの場合,

自分 の罪が問題 にな りますが,悔 い改

めることによって奇跡が起 こります。

私は この悔い改 めの力,ま た,神 様が

私たちを導いて くださる聖霊の力に心

か ら感謝 しています。(ち くは･や す

ひろ 第一副支部長)

若い女性のキャンプに友人を誘って
家出の子と登校拒否の子が決心した日

町田ステーキ部町田第1ワ ード部 阪本潔美(17歳)

92年 の 夏 休 み,若 い 女 性(中･

19 高校生)の キャンプに友達をふ
た り連れて行きました。ふた りともわ

が ままな ところがあって,団 体行動が

苦手で,学 校では先生や友達 とよくト

ラブル を起 こしていました。
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当時,ふ た りの うちひ とりは家 を飛

び出 して,近 くに住 んでいるおばあさ

んの家で3カ 月ほど生活 していて,も

うひ とりは登校拒否のために,学 校 に

ほとんど行 っていませんでした。私は

ふた りをキャンプに誘 ったらよいと思

いましたが,面 倒な ことが嫌いなふた

りが,キ ャンプに来て くれるかが第1

の問題で した。

第2の 問題 は,キ ャンプ場へ行 くに

は何時間 も山道を歩かな くてはならな

いことと,す べて自分たちで行 なう共

同生活 なので,ふ た りがそれに耐 えら

れるか ということで した。

第3の 問題は,こ のようなふた りを

若い女性のみんなが受 け入れて くれる

か ということです。 この点 については,

若 い女性のみんなな らだいじょうぶだ

とい う自信 はあ りましたが,そ れで も
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言って くれました。

キャンプに参加 しただけで彼女たち

がそこまで変わるとは思っていなかっ

たので,と ても驚 きました。今思い起
あかしかい

こしてみる と,当 日の証 会 はほん と

うにすばらしくて,神 様のみたまを彼

女たちが強 く感 じ,そ れであれほど変

わったのだ と思います。私 はこのこと

か ら,若 い女性のキャンプが神様か ら

与 えられたプログラムだ という証 を持

つ ことがで きました。

短い期間に多 くの模範 を示 し,友 達

を受 け入れて くれた若 い女性のみなさ

んや協力して くれた家族,指 導者 に感

謝しています。 また,い つ も天のお父

様 の助けがあった ことに感謝 してい ま

す。私たちが正 しいことを行 なおうと

するときに天 のお父様 は必ず助けて く

ださることを証 します。(さ か もと･

きよみ1995年1月22日,町 田ステー

キ部大会でのお話よ り)

`1

■

2月 に召された専任宣教師 役員の異動

第185期 生9人

罫

塾

1飼1

講 ～ 蕊

麟､囎

1994年12月29日 か ら1995年1月31日 ま

でに管理本部会員統計記録課 に通知の

あった役員の異動(敬 称略)

●青森地方部青森支部
み かみたかし

新支部長:三 上敬

(前任者:長 内利剛)

●郡山地方部会津若松支部
かじうち

新支部長:梶 内英一

(前任者:高 橋信幸)

●横浜ステーキ部川崎ワー ド部
なお と

新監督:木 島直人

(前任者:高 江洲薫)

●鹿児島地方部谷山支部
さ がらまさ み

新支部長:相 良真実

(前任者:瀬 座一義)

皆さ:んの原稿を

募集しています

後列左から1-5,前 列左か ら6-9

〈名 前〉
もり しま なお き

1.森 島 直 樹
とり こし いさむ

E.鳥 越 勇
なか がわ とし みつ

3.中 川 利 光
あさ だ ひで かず

4.浅 田 秀 一
やま うち あまね

5.山 内 周
やま した けい こ

6.山 下 恵 子
きただに い つ み

7.北 谷伊津美
しら とり とみ こ

8.白 鳥 富 子
なかやま こ

9.中 山 あい子

〈出身地〉

東京北S/川 越W

仙台M/青 森口!三沢B

福岡S!藤 崎W

神戸M1福 知山D/豊 岡B
みたか

東京S!三 鷹W
かわ ち

大阪堺S!河 内長野W

岡山M!高 松口!高松B

町田S!町 田第1W
ご き そ

名古屋西S!御器所W

S:ス テ ー キ 部,M:伝 道 部,D:地 方 部,W:ワ ー ド部,B:支 部

〈伝道地〉

岡山伝道部

沖縄伝道部

東京南伝道部

岡山伝道部

名古屋伝道部

福岡伝道部

東京南伝道部

福岡伝道部

福岡伝道部

◎ ご投稿の際には連絡先(住 所,電 話

番号),教 会での責任(役 職名),所 属

ユニ ット名 と併せて生年を記入 し,写

真 を同封のうえお送 りください。原稿

は一部手直 しさせていただ くことがあ

ります。また,掲 載 までに時間がかか

る場合 もあ りますので,ご 了承 くださ

いo

◎ あて先

⑰106東 京都港区南麻布5-10-30

末 日聖徒イエズ･キ リス ト教会

｢聖徒 の道｣編 集室

電話03(3440)2666

フ ァクシ ミリ03(3440)3275

聖徒 の道/1995年4月 号

ヱ2
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